
比例 票 得票率％ 選挙区 票 得票率％
碧南市 999 3.03 1,077 3.27
安城市 2,424 2.52 2,823 2.94
刈谷市 2,285 2.86 2,262 2.83
知立市 1,173 3.31 1,233 3.51
高浜市 634 2.8 697 3.1
⻄尾市 2,150 2.68 2,287 2.86
岡崎市 5,401 2.87 5,892 3.13
豊田市 5,029 2.29 5,380 2.46
みよし市 837 2.61 839 2.63
幸田町 527 2.36 571 2.56
⻄三河計 21,459 23,061

西三河10自治体参議院選挙　日本共産党の得票数

比
例
２
、
選
挙
区
１

７
月
20
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
、
日

本
共
産
党
は
、
比
例
代
表
選
挙
で

「６
５
０
万
票
、

１
０
％
以
上
、
５
議
席
獲
得
」
を
目
標
に
た
た
か
い

ま
し
た
が
、
得
票
で
２
８
６
万
４
千
票
、
得
票
率
４
・

８
４
％
に
と
ど
ま
り
、
比
例
で
は
改
選
４
議
席
か
ら

２
議
席
へ
の
後
退
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
区
選
挙
で

は
、
東
京
選
挙
区
で
、
吉
良
よ
し
子
候
補
の
３
選
を

か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
都
選

挙
区
、
埼
玉
選
挙
区
で
、
現
職
議
席
を
失
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

衆
参
両
院
で
自
公
少
数
に

自
民
党
、
公
明
党
は
、
昨
年
の
衆
院
選
に
つ
づ
き
、

参
院
で
も
少
数
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
17
／
12
で
勝
利

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
新
た
な
発
展
を
め
ざ
し
て
、

全
国
17
の
１
人
区
で
候
補
者
を
一
本
化
し
、
12
の
１

人
区
で
当
選
。
沖
縄
選
挙
区
で
、

「オ
ー
ル
沖
縄
」

の
高
良
さ
ち
か
氏
。
秋
田
（寺
田
静
）
岩
手

（横
沢

た
か
の
り
）
宮
城

（石
垣
の
り
こ
）
長
野

（羽
田
次

郎
）
新
潟

（打
越
さ
く
良
）
三
重

（小
島
智
子
）
愛

媛

（永
江
孝
子
）
徳
島
・
高
知

（広
田
一
）
大
分

（吉

田
忠
智
）
宮
崎

（山
内
か
な
）
鹿
児
島

（尾
辻
朋
実
）

各
氏
が
勝
利
し
ま
し
た
当
選
。

補
完
勢
力
、
差
別
排
外
、
極
右
の
台
頭

一
方
、
自
民
党
の
補
完
勢
力
や
、
外
国
人
へ
の
差

別
を
売
り
物
に
す
る
排
外
主
義
・
極
右
的
潮
流
が
議

席
と
得
票
を
伸
長
さ
せ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
こ

と
は
重
大
で
す
。
一
部
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
も
あ
い

ま
っ
て
、
選
挙

戦
の
真
の
争
点

を
覆
い
隠
し
ま
し
た
。

逆
流
と
の
闘
い

日
本
共
産
党
の
「差
別
と
排
除
を
許
す
な
」
の
訴

え
に
、
新
た
な
信
頼
も
広
が
り
ま
し
た
。
補
完
勢
力

と
排
外
主
義
・
極
右
的
潮
流
の
危
険
性
を
直
視
し
、

人
間
の
平
等
、
人
権
と
民
主
主
義
を
守
り
国
会
内
外

で
た
た
か
い
ま
す
。

く
ら
し
と
平
和
の
危
機
打
開
こ
そ

排
外
主
義
の
潮
流
が
台
頭
し
て
い
る
根
っ
こ
に
は
、

暮
ら
し
の
深
刻
な
困
難
と
政
治
へ
の
閉
塞

（
へ
い
そ

く
）
感
が
あ
り
ま
す
。
切
実
な
要
求
実
現
と
展
望
を

示
す
と
り
く
み
を
強
め
る
決
意
で
す
。
自
公
の
少
数

へ
の
転
落
、
他
方
で
、
危
険
な
逆
流
の
台
頭
。
日
本

の
政
治
は
、
い
ま
大
き
な
歴
史
的
岐
路
に
あ
り
、
政

治
の
大
き
な
激
動
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
強
く
大
き
な

党
を
め
ざ
し
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

碧
南
の
１
０
０
０
票
は
改
革
の
宝

碧
南
市
で
は
、
日
本
共
産
党
に
比
例
９
９
９
票

す
や
ま
候
補
に
１
０
７
７
票
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
は
今
後
の
政
治
改
革
の
宝
の
票
で
す
。

高良沙哉参院議員【オール沖縄】
たから さちか

年齢46歳党派無所属 (立・共・社)当選1回

沖縄大教授(元)県看護大非常勤講師

▷北九州市大院 ▷那覇市

白川容子参院議員【略歴】
幸せになれる社会の実現を

「生きること、幸せになることをあきらめな

くていい社会の実現」が原点です。父親が母親

に暴力をふるう家庭に育ち、極貧生活を経験。

社会福祉の道にすすみ、民医連加盟の医療生協

に就職、経済的理由で治療を断念する高齢者な

どに直面し入党。1966年4月14日生（59歳）

徳島県美馬郡貞光町(現つるぎ町)出身

小池晃参院議員
いのちを守る“原点”として

1960年東京都生まれ。東北大卒。党書記局長、

医師。５期目。医療削減、大軍拡、裏金問題な

ど自公政権の悪政を鋭く追及。「ＹｏｕＴｕｂ

ｅｒ小池晃」で党の政策を動画でわかりやすく発

信しています。

吉良よし子参院議員（東京）
あなたの声が政治を動かす

2013年初当選。３期目。違法な働かせ方をした

企業名の公表、就活セクハラの対策義務化、学校

給食無償化の拡大、私立大学の入学金二重払

いの是正など、政治を動かしてきました。

趣味は合唱、読書、ピアノ、映画鑑賞、観劇など。

1982年高知県生まれ。早稲田大学卒。党常任幹部会委員。
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国
民
と
と
も
に

「前
向
き
な
変
化
」
へ

参
院
選
挙
は
、
自
公
が
衆
参
で
過
半
数
割
れ
す
る
と
い

う
大
き
な
前
向
き
な
変
化
を
生
み
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
今
回
の
選
挙
で
自
公
を
参
院
で
も
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
み
、
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
展

望
を
開
く
こ
と
を
大
目
標
と
し
て
闘
い
ま
し
た
。

対
案
と
野
党
共
闘

消
費
税
、
賃
上
げ
、
医
療
・
社
会
保
障
、
大
軍
拡
な
ど

で
国
民
の
願
い
に
応
え
対
案
を
示
す
論
戦
と
、
１
人
区
で

の
野
党
共
闘
を
通
じ
て
、
自
公
過
半
数
割
れ
に
貢
献
で
き

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
日
本
共
産
党
の
議
席
を
減
ら
し
た
こ
と
は
大

変
に
悔
し
く
残
念
で
す
。
猛
暑
の
中
で
奮
闘
さ
れ
た
党
員
、

支
持
者
、
支
持
を
い
た
だ
い
た
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
お

礼
と
お
詫

（わ
）
び
を
し
ま
す
。

危
険
な
動
き

一
方
で
、
自
民
党
の
補
完
勢
力
や
外
国
人
敵
視
を
売
り

に
す
る
排
外
主
義
・
極
右
的
潮
流
が
議
席
を
伸
ば
し
た
こ

と
は
危
険
で
あ
り
重
大
で
す
。

日
本
共
産
党
は
政
治
の
歴
史
的
岐
路
に
当
た
り
、
補
完

勢
力
と
排
外
主
義
・
極
右
的
潮
流
と
正
面
か
ら
対
決
し
、

人
権
と
民
主
主
義
の
た
め
に
闘
い
ま
す
。
自
民
党
政
治
に

代
わ
る
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
、
平
和
を
保
障
す
る
政
治

の
展
望
を
示
し
、
そ
の
実
現
に
い
っ
そ
う
努
力
し
ま
す
。

「自
公
で
は
ダ
メ
」
の
国
民
の
意
思

今
回
の
結
果
は
、
た
ん
に
自
民
党
に
お
灸

（き
ゅ
う
）

を
据
え
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「自
公
政
権
で
は
も
う
だ

め
」
「と
に
か
く
変
え
た
い
」
と
い
う
国
民
の
意
思
の
表
れ

で
す
。
30
年
来
の
経
済
停
滞
と
社
会
保
障
切
り
捨
て
、
雇

用
の
劣
化
、
現
下
の
物
価
高
騰
に
何
の
手
も
打
て
ず
消
費

税
減
税
も
拒
否
す
る
自
民
党
政
治
へ
の
構
造
的
な
批
判
で

あ
り
、
痛
烈
な
審
判
で
す
。

「助
け
舟
」
で
自
民
政
治
の
延
命
か

そ
れ
に
逆
ら
い
石
破
茂
首
相
は
今
後
、
野
党
を
取
り
込

み
延
命
を
図
る
戦
略
を
い
っ
そ
う
強
め
る
で
し
ょ
う
。
自

民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
新
し
い
政
治
を
つ
く
る
の
か
、
助

け
舟
を
出
し
、
よ
り
悪
く
す
る
の
か
、
各
野
党
が
国
民
の

目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
消
費
税
減
税
を

ま
ず
消
費
税
の
減
税
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
各
野
党
は
減
税
を
公
約
し
ま
し
た
。
約
束
を
果
た
す

べ
き
で
す
。
石
破
政
権
の
消
費
税
減
税
拒
否
の
理
由
を
論

破
し
財
源
を
示
し
た
日
本
共
産
党
の
力
が
生
き
る
と
き
で

す
。医

療
介
護
の
改
悪
を
止
め
る

自
公
だ
け
で
な
く
日
本
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党
、
参
政

党
な
ど
が
主
張
す
る

“命
の
沙
汰
も
カ
ネ
次
第
”
の
医
療

費
削
減
、
高
額
療
養
費
の
負
担
増
を
な
ん
と
し
て
も
許
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

財
界
最
優
先
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
正
す

自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り
の
根
源
に
は
財
界
最
優
先

と
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
と
い
う
二
つ
の
ゆ
が
み

が
あ
り
ま
す
。
税
財
政
、
社
会
保
障
、
雇
用
な

ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
こ
こ
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
こ
に
正
面
か
ら
切
り
込
み
、

対
案
を
示
し
、
時
流
に
流
さ
れ
ず
、
新
し
い
政

治
へ
の
道
を
開
く
た
め
に
闘
い
ま
す
。

排
外
主
義
許
さ
な
い

排
外
主
義
の
潮
流
を
許
さ
な
い
こ
と
は
重
要

な
課
題
で
す
。
多
く
の
市
民
が
差
別
反
対
、
人

権
守
れ
の
声
を
上
げ
た
こ
と
は
希
望
あ
る
流
れ

で
す
。
日
本
共
産
党
は
市
民
と
連
帯
し
て
排
外

主
義
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

外
国
人
の
排

斥
や
ニ
セ
の

「日
本
の
伝
統
」

復
古
で
は
決

し
て
解
決
で

き
ま
せ
ん
。

二
つ
の
ゆ
が

み
を
た
だ
す

日
本
共
産
党

で
こ
そ
、
希

望
を
示
せ
る

と
確
信
し
ま

す
。
質
量
と

も
大
き
な
党

づ
く
り
に
挑

戦
し
、
奮
闘

す
る
決
意
で

す
。
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市議会議員 市議会議員

山口はるみ 磯貝明彦
☎42-8940 ☎48-2718
三度山町 2-70-4 若松町 3-253

大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

８
月
19
日
（火
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホー

ムページをご覧ください。

自公に代わる新しい政治追求

中島岳志さんのYouTubeや

「縄文革命とナショナリズム」誌

をお読みください。安倍昭恵氏と

参政党との関係浮き彫りです。


